
（ 単位：千円・％）

3,157,000 3,391,000 △ 234,000 △ 6.9

国 民 健 康 保 険 442,823 547,638 △ 104,815 △ 19.1

国民健康保険診療所事業 137,049 33,882 103,167 304.5

後 期 高 齢 者 医 療 52,524 47,997 4,527 9.4

介 護 保 険 事 業 537,839 505,302 32,537 6.4

公 共 下 水 道 事 業 270,449 185,983 84,466 45.4

簡 易 水 道 事 業

（ 収 益 的 収 支 ）

簡 易 水 道 事 業

（ 資 本 的 収 支 ）

5,022,307 5,130,392 △ 108,085 △ 2.1

平成30年度愛別町歳入歳出予算総括表

会 計 名 本 年 度 予 算 前 年 度 予 算 比 較 増 減 率

一 般 会 計

特

別

会

計

小 計 1,440,684 1,320,802 119,882 9.1

企

業

会

計

148,719 153,310 △ 4,591 △ 3.0

275,904 265,280 10,624 4.0

小 計 424,623 418,590 6,033 1.4

合 計

■ 予算編成方針

愛別町は、平成２８年度決算において、実質収支では165,940千円の黒字となっており、また、財

政健全化法に基づき公表が義務付けられた４つの財政指標についても、実質公債費比率が5.9％（前年

度比△2.2％）将来負担比率が17.0％（前年度比5.8％）と、いずれも国が定めた早期健全化基準の範

囲内ではあるものの、これまでの国の政策である地方交付税の増額等による標準財政規模の拡大が大き

な要因であると言えます。

近年の地方交付税については、「算定人口の減少や町道の減少により、実質的な減額推移となってお

り、今後の増額は見込めません。また、多様化する住民要望に対応するための行政サービスの充実、財

政健全化の指標には現れないような公共施設やインフラの老朽化による将来の町財政への影響を考慮す

ると、当町の財政状況は厳しい状況にありますが、今後も財政の持続可能な町づくりを進めていきま

す。

平成３０年度においては、「第１０次愛別町振興計画」の４年目であることから、基本テーマの『ふ

れ愛と活力豊かな、夢のある愛別づくり』の総仕上げに向け、これまでの行財政改革による成果を継承

しながらも、効果的かつ効率的に、さらなる将来の愛別づくりの実践を反映させられる予算編成を行い

ました。

町税

259,108
8.2%

地方譲与税

65,000
2.1%

利子割交付金

300
0.0%

配当割交付金

500
0.0%

株式等譲渡所得割交付金

400
0.0%

地方消費税交付金

60,000
1.9%

ゴルフ場利用税交付金

4,500
0.1%

自動車取得税交付金

10,000
0.3%

地方特例交付金

450
0.0%

地方交付税

1,645,000
52.1%

交通安全対策特別交付金

500
0.0%

分担金及び負担金

1,185
0.0%

使用料及び手数料

79,178
2.5%

国庫支出金

239,771
7.6%

道支出金

233,936
7.4%

財産収入

10,927
0.3%

寄附金

40,001
1.3% 繰入金

276,705
8.8%

繰越金

20,000
0.6%

諸収入

48,928
1.5%

町債
160,611

5.1%

議会費

35,296
1.1%

総務費

258,390
8.2%

民生費

477,681
15.1%

衛生費

270,309
8.6%

労働費

50
0.0%

農林水産業費

246,180
7.8%

商工費

50,923
1.6%

土木費

560,944
17.8%

消防費

159,679
5.1%

教育費

183,729
5.8%

災害復旧費

162
0.0%

公債費

336,054
10.6%

職員給与費

557,603
17.7%

予備費

20,000
0.6%

平成30年度

一般会計歳入

3,157,000千円

平成30年度

一般会計歳出

3,157,000千円


